
 

 

 

指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 産業経済局農林水産部総合農事センター 

評価対象期間 令和７年 4 月 1 日～令和８年 3 月 31 日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  

称 
北九州市立総合農事センター 

施設類型 
目的・機

能 

Ⅰ ― ⑧ 

所 在 

地 
小倉南区横代東町一丁目６番１号 

設置目

的 

農業の試験研究、家畜の飼養等を行い、農業の振興発展に

寄与するとともに市民に開放して農業知識の普及向上を

図る。 

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金

制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理

者 

名  

称 
ワールドミクニ共同事業体 

所 在 

地 
小倉北区大手町１１番２号 

指定管理業務の内

容 

総合農事センターの業務のうち次の業務を行う。  

指定管理区域の管理･運営（施設、機械、植栽等の維持管

理、来園 

者対応等）、直売所の運営、木曽馬の飼養、イベントの開

催 他 

指定期間 令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

 

 

 

 

 

 

所見評価 

様式２ 



 

２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

 （１）施設の設置目的の達成 
  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。ま

た、施設を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られている

か（目標を達成できたか）。 
  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を

高めるための取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、

その効果が得られているか。 
  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果が

あったか。 
 ［所 見］ 

 総合農事センターは農業振興部門と公園部門を融合し、「農業の振興」「市民

と農業の接点」、「憩いの場の提供」を基本方針としている。平成 30 年度から

指定管理制度を導入し、令和７年度は第 2 期の３年目である。施設管理運営、

にぎわいづくり、植物・動物の管理業務を指定管理業務としている。 

 

施設 

利用者数 
【参考】R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 

要求水準 300,000 人 300,000 人 300,000 人 300,000 人 
目標値 400,000 人 360,000 人 370,000 人 380,000 人 
実績 331,051 人 324,261 人 332,500 人 392,103 人 

 

展示ホール 

延べ利用実績 
【参考】R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 

要求水準 150 日 150 日 150 日 150 日 

目標値  150 日以上 150 日以上  150 日以上  150 日以上  

実績 127 日 178 日 170 日 185 日 

※   ・・・評価対象年度（以下同じ） 

 

 

 

 

➀②目標の達成、利用者増に向けた取り組み 

【施設利用者数】 

 令和７年度 392,103 人は前年度よりプラス 59,602 人と大幅に増加してい

る。目標値（380,000 人）、要求水準（300,000 人）ともに満たしている。 



 

【展示ホール延べ利用実績】 

 令和７年度 185 日は前年度より 15 日増加している。目標値（150 日以上）

要求水準（150 日）ともに満たしている。 

 

植物管理は芝生広場、花壇、樹木等を適切に管理し、四季折々の草花は利

用者の好評を得ている。特にバラ園では、春と秋の開花時期に合わせたイベ

ント・園芸講座の実施や品種の説明が書かれた看板を新たに設置するなど施

設としての魅力をさらに高めていた。また、本館入口・農林ショップ前など

人通りが多い箇所を中心に季節の草花を植えた鉢や本館ホワイエには様々な

観葉植物の設置と施設の方向性である緑や自然に親しむ機会の提供に積極的

に取り組んでいた。動物管理も畜舎清掃・動物の健康管理等適切な管理がで

きていた。 

施設管理は各種点検を適切に行った。不具合がある場合は、直ちに市へ情

報共有し、市と連携して修繕の対応を行った。 

上記のように指定管理業務は、施設の設置目的に基づき提案された事業計

画に沿って行われた。  

 直売所は細やかな接客や衛生管理に努め、概ね適切に運営していた。市内

生産者の農産物に加え、夏には若松潮風®プレミアム、冬には若松潮風®キャ

ベツ・豊前海一粒牡蠣のように季節ごとの旬な市内農水産物の販売と PR を行

い、地産地消を進めている。また、生産者即売会などのイベントを行い、集

客を図った。 

 自主事業については、指定管理者のノウハウを活かしたソフトクリームや

ソフトドリンクなどを販売するベジタブルカフェ、バーベキューガーデン、

ドッグラン、ヤギや馬のエサやり体験は、園内アンケートによると利用者か

ら好評を得ているだけでなく、来園するきっかけにもなっている。また、SNS

を活用した梅フォトコンテスト、シルバニアファミリーとコラボしたイベン

ト、閑散期となる夏・冬には本館内で行う体験イベントの実施等、様々なイ

ベントに取り組み、施設の利用促進と集客を図った。 

  

③ 該当なし 

 

④ 効果的な営業・広報活動 

 SNS（X、Instagram 発信回数 1,533 回 前年比 713 回増）、ホームページ、

市政だより、テレビ、プレスリリース等の各種媒体を活用し、季節に応じた

花の開花情報やイベント告知、農林ショップの情報など、利用者が求める情

報を発信した。令和７年度の園内アンケート結果では、３６％の人が上記媒

体での情報をきっかけに来園しており、情報発信数の増加が来園者数増加に

寄与しているものと思われる。 

 そのほか、老人ホームや老人介護施設等の誘客や自主事業のバーベキュー

ガーデン利用促進のために企業・団体にリーフレットを配布するなど様々な

方法で営業・広報活動を行った。 



 

 

 （２）利用者の満足度 

  ①  利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言え

るか。 
  ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。 
  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 
  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 
  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、

その効果があったか。 
 ［所 見］ 

満足度 【参考】R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 

目標値 95.0％ 95.0％ 96.0％ 97.0％ 
実績 98.0％ 98.7％ 98.3％ 96.0％ 

※「非常に満足」「満足」を満足として算出。無回答は分母から除いている。 

 

アンケート項目：園内の整備状況 

年度 回答数 非常に満足 満足 不満 非常に不満 

R7 193 73％ 24％ 3％ 0％ 

 

アンケート項目：施設運営やイベント 

年度 回答数 非常に満足 満足 不満 非常に不満 

R7 193 70％ 25％ 5％ 0％ 

 

アンケート項目：動物展示、ふれあい体験 

年度 回答数 非常に満足 満足 不満 非常に不満 

R7 185 78％ 18％ 3％ 1％ 

 

アンケート項目：スタッフの対応 

年度 回答数 非常に満足 満足 不満 非常に不満 

R7 186 80％ 17％ 3％ 2％ 

 

① 利用者アンケート 

 館内据え置きによるアンケートを行い、利用者の満足度を測っている。利用

者満足度は前年度の実績より減少しており、目標値の 97％も下回る状況であ

る。しかし、上記全項目で 95％以上の施設利用者が「非常に満足」または「満

足」と回答しており、利用者アンケートの結果、施設利用者の満足が得られて

いるといえる。 

② 利用者意見の把握・反映 

 アンケートにより利用者の意見収集に努めている。バス時刻表の表示や表示

看板の増設など早急に対応ができており、来園者サービスの向上に反映させて



 

いる。 

③ 苦情に対する対応 

 イベント時の駐車場混雑については、「事前にお知らせする」「園内にご協力

をお願いするチラシを設置する」「大型イベント時は必要に応じて警備会社へ

警備業務を委託する」などにより施設利用者からの意見について真摯に対応し

ていた。 

 

④ 利用者への情報提供  

 イベント等の情報は、ホームページ、SNS、園内リーフレットの配布、チラ

シ等により行っている。また、自立式大型看板や直売所前のインフォメーショ

ンボードにより園内店舗情報や最新情報を掲載するなど利用者の利便性向上

に取り組んでいる。 

 

⑤ サービスの質を向上させるための取り組み 

 これまで同様に指定管理者のノウハウを活かし、カフェ、バーベキューガー

デン、ドッグラン、遊具の設置等の集客に向けた取り組みを行っている。 

 施設内にはベンチとテーブルだけでなく、自然を感じながら休憩ができるハ

ンモック、本館 1 階に個室型授乳室「赤ちゃんの駅」、緊急時に備え、折りた

たみ式簡易ベッドを設置し、サービスの質を維持・向上に努めた。そのほか、

ベビーカーや車いすの貸し出しも行った。 
  

２ 効率性の向上等に関する取組み 

 （１）経費の低減等 
  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するため

の十分な取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託

が行われた場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう

工夫がなされたか。 
  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 
 ［所 見］ 

指定管理料 【参考】R４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

予算 39,234 千円 42,350 千円 42,350 千円 42,350 千円 
決算 39,234 千円 42,350,千円 42,350 千円 42,350 千円 

 
総事業費 【参考】R４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

予算 59,400 千円 82,706 千円 89,404 千円 92,724 千円 
決算 65,496 千円 69,096 千円 81,470 千円 83,746 千円 

 

うち光熱費 【参考】R４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

予算 5,080 千円 10,320 千円 11,649 千円 11,957 千円 



 

決算 9,414 千円 6,015 千円 6,592 千円 7,360 千円 
①  ② ③ 経費低減の取り組み、再委託の状況・効果的・効率的な執行  

 人件費や資材費等の高騰による施設維持管理に関する経費や新しいイベン

トの経費により総事業費（施設運営にかかる諸経費の合計）は前年度比で増加

した。 

その反面、清掃や設備の保守点検等再委託において過去実績やコストを考慮

して委託先を選定するだけでなく、来園者混雑時に駐車場整理を直営で実施す

る、利用者サービスを損ねないような節電に取り組むみ光熱費を抑えるなど、

経費削減の努力を図った。 
 

 （２）収入の増加 
  ①  収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効果があった

か。 
 ［所 見］ 

収 入 【参考】R４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

利用料金収入 

（駐車場） 

予算 6,000 千円  8,140 千円  7,920 千円 8,360 千円  
決算 7,608 千円  8,175 千円  7,874 千円 9,492 千円  

利用料金収入 

（貸室等） 

予算 1,300 千円  2,035 千円  1,980 千円 2,090 千円  
決算 1,362 千円  1,648 千円  1,833 千円 1,963 千円  

利用料金収入 

（合計） 

予算 7,300 千円  10,175 千円  9,900 千円 10,450 千円  
決算 8,970 千円  9,823 千円  9,707 千円 11,455 千円  

 
収 入  【参考】R４年度 R５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 

その他収入 

（農林ショップ 売上） 

予算 73,710 千円  102,960 千円  105,820 千円  108,680 千円  

決算 72,145 千円  73,917 千円  69,035 千円  78,152 千円  

その他収入 

（農林ショップ 粗利） 

予算 7,500 千円 13,000 千円  13,500 千円  14,100 千円  

決算 8,850 千円 9,017 千円 8,139 千円 10,689 千円  

 

①  収入増に向けた取組  

指定管理者のノウハウを活かし、季節の花をテーマとしたマルシェイベント

の開催やシルバニアファミリーとのコラボレーション、地元団体を誘致したス

テージショー開催により施設利用者の増加と駐車場収入の増加を図った。駐車

場の利用料金収入は予算比 109％を達成した。また、貸室等の利用料金収入は

予算比 93％であるが、前年度比 107％を達成した。 
農林ショップについては、予算比 72％であったが市内生産者の農産物の販

売や生産者即売会などのイベントを行い、集客を図った結果、前年度比 115％
を達成した。今後の収入増の工夫に期待する。 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であった



 

か。 
  ② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理コストの水準、

研修内容など）。 
  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
 ➀ 合理的な人員配置 

 管理責任者や副管理責任者の元で各種業務において適切な資格・免許保持者

を配置し、合理的な人員配置が行われている。 

② 職員の資質・能力向上を図る取組 

 管理責任者による個人面談をはじめ、OJT による指導、e ラーニングによる

「ハラスメント研修」「コンプライアンス研修」「情報セキュリティ研修」「安

全衛生研修」「接客サービス研修」「電話応対向上研修」、有識者による樹木剪

定研修など各種研修に取り組んだ。 

③ 地域や関係団体等との連携・協働  

当施設は、市の直営時から展示ホールを利用した花木の愛好団体による展示

会等を引き続き開催している。 

また、屋外の芝生広場・ふれあい広場を利用し、近隣幼稚園や小学校等の遠

足の場所として親しまれている。 

そのほか、職場体験やスポーツ団体・大学生などボランティアの受け入れ、

指定管理者を導入している施設とアサギマダラのスタンプラリーに取り組み

連携を図っている。 

さらに、合同防災訓練として、まちづくり協議会および関係団体と連携し、

災害時における車中泊の実証実験を駐車場内にて実施した。 

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 
  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されてい

るか。 
  ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮さ

れていたか。 
  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われて

いたか。 
  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はない

か。 
  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。 
  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 
  ⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 
 ［所 見］ 

①  個人情報の保護  

展示ホール等施設利用や自主事業などの管理運営ならびに経理状況に際し

て取得した個人情報について、関係法令を理解し、適切に整理、保管を行って

いる。 

 



 

 

② 平等利用に関する配慮  

休憩用のテーブル・椅子、貸し出し用のベビーカー・車椅子を設置し、子供

から高齢者までが平等利用できるように配慮している。 

 

③  該当なし  

 

④  収支状況  

施設の管理運営（指定管理業務）に係るモニタリングを市が実施しており、

収支の内容は適正であることを確認している。 

 

⑤  安全対策  

日常的な巡回や点検により施設の不具合の早期発見に努めている。発見した

不具合は、速やかに市に報告され、指定管理者と市が協力し対処しており、バ

リケード設置や軽微な修繕等、適切な対応がなされた。 

 

⑥  防犯、防災、危機管理体制  

 園内の定期巡回、避難訓練の実施、消防設備の更新など適切な危機管理体制 

であった。また、強風時の伐枝、降雪時の安全確認等の徹底がなされている。 

 

⑦  事故発生時や非常災害時の対応  

  園内では事故や災害の発生はなかったが、梅園の草刈り作業中に飛石が発生

し、近隣住宅に被害を及ぼす事案が発生した。速やかに事実確認、修繕対応を

行うとともに、再発防止策の徹底を図った。また、台風や大雪、大雨の際は、

市と協議の上、利用者の安全を考え休園措置をとった。 
 

 

【総合評価】 

［所 見］ 

・総合農事センターの基本方針は①農業の振興、②市民と農業の接点、③憩いの

場の３つである。このうち、②③を指定管理者に委託している。指定管理者は、

これらを実現するため、適切な植栽管理、花の寄せ植え講座・農業体験を実施し

ている。また、幼稚園の遠足を受け入れるなど、地域連携の取り組みも行われて

おり、市民の憩いの場としても親しまれている。動物とのふれあいや四季折々の

草花は利用者からも好評であった。魅力あるイベントを展開し来園者を確保す

ることで、諸経費が増加する中でも黒字経営を図っていることは評価できる。 

・以前から好評を得ているバーベキューガーデンやドッグラン、動物のエサやり

体験に加え、親子をターゲットにしたマルシェや季節の花をテーマとしたイベ

ントに取り組み、にぎわいづくりを行い、駐車場利用料金を前年度から増やすこ

とができている。加えて、来園者の満足度も目標値 96％を上回る高い水準とな

っている。 



 

・施設の管理運営、平等利用、安全対策等について、適時、市と連携しながら一

定の水準で行われている。 

・施設利用者数について、要求水準および目標値は、いずれも 100％以上を達成

した。直売所は市内産農産物販売や生産者即売会など好評を得ており、予算比は

100％に届かなかったものの、前年度比 115％を達成した。 

［今後の対応］ 

今後は「食と農」に関するひまわり市場でのイベントや生産農家との連携強

化、指定管理者のノウハウを活かした取り組みによるさらなる施設魅力向上と

にぎわいの創出、利用者数の増加に期待する。 

また、まちづくり協議会や関係団体と連携し防災訓練を行っており、今後も地

域の学校や団体等とのさらなる連携強化による地域貢献に期待する。 

 


